
 

 

 

中野市中山間地域農業直接支払事業実績報告書 

年  月  日  

  中野市長 湯本 隆英 様 

 

                 申請者 団 体 名 

                     代表者住所 

                     代表者氏名            

                     電   話    

 

  令和７年12月17日付け中野市指令7第○○○号で交付決定のあった事業が完了し

ましたので、下記のとおり報告します。 

 

記 

事業の成果 
農用地の耕作放棄の発生を防止し、農業の有する

多面的機能を確保した。 

事業に要した経費 別紙のとおり 

事業完了日 令和８年２月 27 日 

交付金交付決定額 ○○○○○円 

添付書類 

  １ 事業実績調書 

  ２ 事業の実施状況を確認できる書類 

 

 

 

 

 

 

 

日付は空欄 

12 月に送付した交付決定通知

に記載されています 

記入例 

12 月に送付した交付決定通知

に記載されています 



 

事業実績調書 

 

集落協定名：○○○集落協定 

 

 

１ 事業実績 

（１）協定参加者 

(単位：人、組織)    

農業者 非農業者 その他団体  

   ○○人     ○○人    人  

 

（２）交付対象農用地面積 

(単位：㎡)    

地目区分 面 積 

 

うち棚田地域加

算、ネットワーク

化加算 

うち超急傾斜加算、ス

マート農業加算、集落

機能強化加算の経過

措置 

田 ① ○○○   

内訳 
急傾斜 ○○○   

緩傾斜    

畑 ② ○○○   

内訳 
急傾斜 ○○○   

緩傾斜    

合計(①＋②) ○○○   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入例 



（３）取組活動の達成状況 

ア 農業生産活動等として取り組むべき事項(協定書第５に定める事項） 

項 目 活動内容 実施日 

１農用地に関する事項 

農地法面の点検 5/22、9/9 

  

  

２水路・農道等の管理 

水路清掃・草刈り 5/22、9/9 

農道補修・草刈り 4/15、5/25、7/23 

  

３多面的機能を増進する活動 

周辺林地草刈り 5/22 

景観作物作付 4/15 

  

 

イ 農業生産活動等の体制整備として取り組むべき事項(10割単価の場合記載） 

該当 取組 活動内容 実施日 

 ネットワーク化 

  

  

  

 統合 

  

  

  

○ 

多様な組織等の参画

により連携して実施

する活動 

用水路及び農道の周辺にある草

刈り 

5/22、5/25 

  

  

 

 

 

 

集落により異なります。 



２ 経費の配分 

 （１）収入 

(単位：円)  

区分 本年度予算額 本年度精算額 比較増減 備考 

交付金 ○○○ ○○○ 0  

前年度繰越金     

その他     

計(ｱ) ○○○ ○○○ 0  

 

 

 （２）支出 

(単位：円)  

区分 本年度予算額 本年度精算額 比較増減 具体的使途 

共同取組活動 ①役員等の各担

当者の活動経費 協定書記載額 今年度精算額  役員報酬 

②集落マスター

プランの将来像

を実現するため

の活動経費 

〃 〃   

③水路、農道等

の維持・管理等

に要する経費 

〃 〃  
水路・農道整備

費用 

④農用地の維

持・管理活動を

行う経費 

〃 〃   

⑤交付金の積立 〃 〃   

個人配分 
〃 〃   

計(ｲ) 〃 〃   

 

区分 本年度予算額 本年度精算額 比較増減  

繰越金(ｱ)－(ｲ) 
0 0 0  

 

 

 

 



（３）積立金 

(単位：円)  

区分 期首残高 年度中増加高 年度中減少高 期末残高 使用目的 

事業積立        

うち積立金        

うち利息  

 

 

３ 事業完了年月日 

 

令和７年２月 27 日 

 

【添付資料】 

 ・収支報告書 

 ・協定参加者別細目 

 ・共同取組活動状況が分かる根拠写真 

 ・支出状況の分かる根拠書類の写し 

 ・通帳の写し 

活動の最終日 



中山間地域等直接支払交付金収支報告書

１　交付金に係る配分額及び共同取組活動の支出額

（１）配分総額

（２）共同取組活動支出額

２　協定参加者別細目

①個人配分分 350,000 面積・単価で按分

②共同取組活動分 100,000 均等割りで按分

令和  年　月　日

集落協定名

○○集落協定

令和7年度

総　額 配分等の基礎

中野市長　湯本　隆英　様

研修会等費 2,000 総会資料印刷

道・水路管理費 15,000 草刈機燃料購入

支出項目 支出額 備考

役員報酬 50,000 役員５名×10,000円

農地整備費 0

鳥獣被害防止対策費 0

道・水路整備費 30,000 出役賃金

農地管理費 3,000 草刈刃購入

多面的機能増進活動費 0

土地利用調整関係費 0

共同利用機械購入等費 0

共同利用施設整備等費 0

都市住民との交流促進関係費 0

その他の支出 0

法人設立関係費 0

農産物等の販売促進関係費 0

協定参加者名 収入額 収入額 支出額 収入額 支出額

総　計 100,000

個人配分分 共同取組活動分 合　計

残（積立）額 0うち過年残（積立）額計

A 50,000 13,750 12,500 63,750 12,500

① ② ③ ①＋② ③

C 40,000 13,750 12,500 53,750 12,500

B 30,000 13,750 12,500 43,750 12,500

E 100,000 13,750 12,500 113,750 12,500

D 50,000 13,750 12,500 63,750 12,500

G 40,000 3,750 12,500 43,750 12,500

F 30,000 3,750 12,500 33,750 12,500

計 350,000 80,000 100,000 430,000 100,000

H 10,000 3,750 12,500 13,750 12,500

金銭出納簿を作成することで自動入力

当該年の交付金について集落の合意に基づき個人配分分、

共同取組活動分に配分される額を記載。

当該年の共同取組活動の支出額について集落の合意に基づき按分された額を記

足りない場合は協定参加者別細目シートにて入



（参考）

令和7年度
組織名： ○○ 集落

★「分類」欄は、分類番号（１～20）から選択してください。

日　付 分類 内　　容 区分 収入（円） 支出（円） 残高（円） 領収書番号 活動実施日 備考
長寿命化への活

用

R8.1.16 ２．交付金 中野市農業振興課 450,000 450,000

R8.1.16 ７．研修会等費 総会資料印刷費 1,000 449,000 1 R8.5.1 総会

R8.1.16 ８．道・水路管理費 草刈機燃料購入 15,000 434,000 2 R8.6.16
6/16共同活動の際に購

入
R8.1.16 10．農地管理費 草刈機刃購入 3,000 431,000 3 R8.7.28

対象農用地管理用に購

入

R8.2.10 ７．研修会等費 総会資料印刷費 1,000 430,000 4 R8.2.10 総会

R8.2.11 ９．道・水路整備費 出役賃金 30,000 400,000 5 R8.2.11 6/16.8/15実施

R8.2.11 ４．個人配分（交付金からの支出） 個人配分 350,000 50,000 6 R8.2.11

R8.2.11 ６．役員報酬 役員報酬 50,000 7 R8.2.11

中山間地域等直接支払交付金 金銭出納簿
（多面的機能支払交付金との共通様式）

★「区分」欄には、農地維持・資源向上（共同）に係る収支は「１」を、資源向上（長寿命化）に係る収支は「２」を必ず入力してください。
　　区別ができない収支は「１」を記入してください。（中山間地域等直接支払交付金の場合は記入不要（多面的機能支払交付金の場合は記入））

★農地維持・資源向上（共同）の交付金を活用して資源向上（長寿命化）の活動を行った際の費用は、区分を「１」にし、「長寿命化への活用」欄に○を記入して
　ください。（中山間地域等直接支払交付金の場合は記入不要（多面的機能支払交付金の場合は記入））

★交付金交付前に活動資金を構成員が一時的に立て替えて会計口座へ繰り入れた場合は、収入欄にその立替額を記入してください。
　また、返済の際は返済額をマイナスの収入として収入欄に記入し、一時的な立替額が収入/支出の合計に計上されないようにしてください。



日　付 分類 内　　容 区分 収入（円） 支出（円） 残高（円） 領収書番号 活動実施日 備考
長寿命化への活

用

450,000 450,000

※領収書は、通し番号を記入した上で、必ず保管しておいてください。（領収書の保管の方法は袋等による保管でも構いません。）

【翌年度への繰越・積立金の内訳】 

※分類欄は下右表の「積立・繰越金の分類項目」から選択してください。

金額 取崩し予定年度

合　計

合計

行を追加する場合はこれより上の行のコピーして、「コピーしたセルの挿入」をしてください。

積立・繰越の目的分類

行を追加する場合はこれより上の行のコピーして、「コピーしたセルの挿入」をしてください。



日　付 分類 内　　容 区分 収入（円） 支出（円） 残高（円） 領収書番号 活動実施日 備考
長寿命化への活

用

※「分類」には、下表を参考に該当する費目を記入します。 「積立・繰越金の分類項目」

１．前年度からの繰越・積立 1．農業用機械の購入費

２．交付金 2．農業用施設の整備費

３．利子等その他収入 3．道・水路、農地整備費

４．個人配分（交付金からの支出） 4．災害復旧費

５．個人配分（繰越金等からの支出） 5．耕作者の突然のリタイヤ時の作業受委託等費用

６．役員報酬 6．イベント開催費

７．研修会等費 7．その他

８．道・水路管理費 8．繰越

９．道・水路整備費

10．農地管理費

11．農地整備費

12．鳥獣被害防止対策費

13．共同利用機械購入等費

14．共同利用施設整備等費

15．多面的機能増進活動費

16．土地利用調整関係費

17．法人設立関係費

18．農産物等の販売促進関係費

19．都市住民との交流促進関係費

20．その他の支出



協定名： ○○集落協定

令和7年度 　中山間地域等直接支払交付金　活動記録

（多面的機能支払交付金との共通様式）

★「実施時間」には休憩時間を含めず、実働時間を記入してください。

6/16 9：00～11：00 8人 8人 69 70 71

中山間直

払,中山間

直払,中山

水路管理活動,農道管理活

動,周辺林地の下草刈り
水路泥上げ、農道草刈り

8/15 7:00~9:00 8人 8人 69 70 71  , ,  , , 水路泥上げ、農道草刈り

行を追加する場合はこれより上の行のコピーして、「コピーしたセルの挿入」をしてください。

★中山間地域等直接支払交付金の活動の場合、「活動項目番号」欄には、右記の番号から選択。
★多面的機能支払交付金の活動の場合、「活動項目番号」欄には、実施要領別記1-2の国が定める活動指針における活動項目の番号及び要領第1の２の(1)
に基づき
　都道府県が定める要綱基本方針において追加された活動項目の番号を記入します。その他、事務処理は200番、会議等は300番を記入します。
　同一日に複数の活動を行った場合は、該当する全ての活動項目番号を左詰めで一行に記入してください。番号欄が足りない場合は、複数行に分けて記入
してください。活動実施日及び活動時間 活動参加人数 活動項目番号（左詰め）

（中山間地域等直接支払交付金の活動の場

合

シート【選択肢】のQ列67番以降から選

活動内容
備考（具体的な活動内容を記

入）日付 農業者
農業者

以外

総参加

人数
支払区分 活動項目活動時間



（１）適正な施肥※集落協定として農産物生産を行う場合 

該当 取組 実施内容 

 

肥料の適正な保管  

 

肥料の使用状況等の記録・保存

に努める 

 

 

（２）適正な防除※共同取組活動で農薬を使った防除を行う場合 

該当 取組 実施内容 

○ 

農薬の適正な使用・保管 ・ラベルに記載されている適用作物、使用方

法、使用上の注意事項等を確認のうえ使用及

び管理した。 

○ 

農薬の使用状況等の記録・保存 別紙のとおり①使用目的②使用日③使用場

所等記録した。 

 

（３）エネルギーの節減※共有資産として入手した 50万円以上の農機等がある場合 

該当 取組 実施内容 

 

農機等の燃料の使用状況の記

録・保存に努める 

 

 

省エネを意識し、不必要・非効

率なエネルギー消費をしない

よう努める 

 

 

（４）悪臭及び害虫の発生防止 

該当 取組 実施内容 

○ 

共同取組活動を行う場合には、 

悪臭・害虫の発生防止・低減に

努める 

・刈草は集積場所を決めて置いたり、敷きワ

ラや堆肥にしたり等適正に処理した。 

 

 

 

協定書提出時に取組むと申請を出した項目について記入をしてください。 

別紙「チェックシート解説書」のチェックシートの判断基準等を参考に記入

をしてください。 

記入例 



（５）廃棄物の発生抑制、適正な循環的な利用及び適正な処分 

該当 取組 実施内容 

○ 

共同取組活動を行う場合には、 

プラ等廃棄物の削減に努め、適

正に処理 

・共同取組活動において発生した廃棄物は、

各自治体のルールに従って処分した。 

 

（６）生物多様性への悪影響の防止 

該当 取組 実施内容 

○ 

農薬の適正な使用・保管 

※共同取組活動で農薬を使っ

た防除を行う場合 

・ラベルに記載されている適用作物、使用方

法、使用上の注意事項等を確認のうえ使用及

び管理した。 

○ 

農薬の使用状況等の記録・保存 

※共同取組活動で農薬を使っ

た防除を行う場合 

別紙のとおり①使用目的②使用日③使用場

所等記録した。 

 

生物多様性に配慮した事業実

施に努める 

※生物多様性への影響が想定

される工事等を実施する場合 

 

 

（７）環境関係法令の遵守等 

該当 取組 実施内容 

○ 

「みどりの食料システム戦略」

を理解し、適切な事業実施に努

める 

みどりの食料システム法の基本方針に示さ

れた、農林漁業に由来する環境負荷に総合的

に配慮するための基本的な取組の理解に努

めた。 

○ 

関係法令の遵守 共同取組活動に関連する環境関係法令を遵

守した。 

 

機械等の適切な整備と管理に

努める※機械等を扱う事業者

である場合 

 

○ 

正しい知識に基づく作業安全

に努める 

正しい知識に基づく作業方法の改善や機械

器具の操作に努めた。 

 



https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/kurokon.html 

Q&A
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P.5 9
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/attach/pdf/kurokon-49.pdf
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25 127
45 139

14 53

23 82
25 151

54 49

11 112
46 91

45 137
12 116

12 100
112

60

15 97
45 138

59 61
14 88

19 134
28 48

26 313
11 51

37
47 57

81
10 117

19 56
24 195

26 249
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